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Ⅰ．人口ビジョンについて 

策定の趣旨 

我が国は、世界に類を見ない急速なペースで人口減少・少子高齢化が進行しており、地方の過疎

化、東京圏への一極集中、地域産業の衰退などが大きな課題となっています。こうした課題の解決に

向けては、これまでの地方創生の成果を最大限に活用しながら、地方活性化を図っていくことが求

められています。 

国においては、以上のような考えを踏まえながら、令和４（2022）年１２月に「デジタル田園都市国

家構想総合戦略」が策定されました。これは「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」を改訂した、令

和５（2023）年度を初年度とする５か年の計画であると同時に、令和４（２０２２）年６月に閣議決定さ

れた「デジタル田園都市国家構想基本方針」で定められた取組の方向性に沿って、デジタル田園都

市国家構想が目指すべき中長期的な方向について、構想の実現に必要な施策の内容やロードマッ

プ等が示されたものとなっています。さらには、令和５（２０２３）年１２月に「デジタル田園都市国家構

想総合戦略（2023改訂版）」（以下「国の総合戦略」という。）が閣議決定され、令和９（２０２７）年度

までの５か年計画としての基本的な考え方が示されました。 

太良町においても、社会情勢の変化、本町の人口動向やこれを取り巻く課題を踏まえ、令和２（２０

２０）年３月に策定した「太良町人口ビジョン」（以下「第２期人口ビジョン」という。）を改訂します。 

 

太良町人口ビジョンの位置づけ 

太良町人口ビジョン（令和６年１２月改訂版）は、人口の現状や人口の推計を分析することで、町の

人口動向の特性と課題を把握し、目標とする将来人口と、将来人口に基づく将来の展望を提示する

ものです。また、同時に策定する「第３期太良町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の目標設定や、必要

な施策・事業を検討する上で、重要な基礎資料となります。 

 

 

対象期間 

太良町人口ビジョン（令和６年１２月改訂版）の対象期間は、２０６０年までとします。 
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Ⅱ．太良町の人口動向の現状と見通し 

１ 現状分析 

人口動向分析についての基本的考え方 

過去から現在に至る人口の推移を把握し、その背景を分析することにより、講ずべき施策の検討

材料を得ることを目的として、時系列による人口動向や年齢階級別の人口移動分析を行います。 

 

［総人口の推移］ 

太良町では、昭和３０年に１５,８５３人とピークを迎えています。その後、昭和３５年から昭和５０年

まで人口が大きく減少していますが、この原因は、高度経済成長期に伴い他の地域（周辺中核都市、

東京圏等）へ大規模な人口流出があったためと考えられます。そして、いわゆるバブル経済期を含む

昭和５０年から平成２年までは、物価の上昇による東京圏の労働市場縮小等により、ゆるやかな減少

傾向で推移しています。 

平成７年以降は社会的な少子高齢化等の影響もあり、現在まで一貫した人口の減少が続いてお

り、平成２７年から令和２年にかけて６５８人減少しています。 

 

人口と人口変化率の推移（昭和 22（1947）年を 100とする） 

 

  

人口変化率 人口 

資料：国勢調査 
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（１）人口動向 

①人口変化指数の推移 

昭和６０年の人口を１００とした場合の変化指数の推移を全国・佐賀県・太良町で比較すると、全

国では平成２２年、佐賀県では平成７年がピークとなっているのに対し、太良町は減少傾向で推移

しており、令和２年には６４．５４となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②人口構成比 

年齢３区分別の人口構造の推移についてみると、６５歳以上が昭和６０年の１４．５％から令和２

年には３８.９％となっており、２４．４ポイント増加しています。一方、０～１４歳は２３．０％から１０.

９％と１２．１ポイント減少しており、少子高齢化が進行していることがわかります。また、従属人口指

数も昭和６０年の６０．１から令和２年には９９．４まで増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

従属人口指数とは、生産年齢人口（15～64歳）に対する年少人口（0～14歳）、老年人口（65歳以上）の合

計の比率で、働き手である生産年齢人口 100人が年少人口と老年人口を何人支えているかを示すものです。 

年齢３区分別人口構造の推移 

資料：国勢調査 
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令和２年の太良町の５歳階級別の人口構造をみると、６０歳から７４歳の人口が占める割合が大き

くなっています。人口ピラミッドをみると、少子高齢化社会で典型的にみられるつぼ型になっています。 

 

 

  

年齢５歳階級別人口構造 

資料：令和２年国勢調査 

資料：国勢調査 
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（２）人口動態 

①自然動態 

令和元年から令和５年の５年間の出生・死亡数をみると、出生数、死亡数ともに令和４年で最も

多くなっています。５年間の自然増減数の平均値は－１０２.２人となっています。令和５年は、出生

数が減少しており、自然増減数も－１３１人と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②社会動態 

令和元年から令和５年の５年間の転入・転出者数をみると、転入はおおよそ１６０～２１０人の間

で推移し、転出は年平均でおおよそ‐２５０人となっています。社会増減数をみると、年平均‐７４人

となっています。 

    

 

 

   

出生・死亡数の推移 

資料：佐賀県人口動態統計 

資料：住民基本台帳人口移動報告 

転入・転出者数の推移 



 

6 

0 1 1 1 0
7 3 4

10

4

20

10

25 15

5

10

14

11 19

11

7

10

9
6

8

3

2

2 2

4

0

0

0 0

0

0

10

20

30

40

50

60

70

令和元年
(2019)

令和2年
(2020)

令和3年
(2021)

令和4年
(2022)

令和5年
(2023)

15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳

（人）

47
40

52 53

32

1.97

1.78

2.12 2.34

1.39

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

令和元年

(2019)

令和２年

(2020)

令和３年

(2021)

令和４年

(2022)
令和５年

(2023)

合
計
特
殊
出
生
率

出
生
数

出生数 合計特殊出生率

（人）

（３）要因別分析 

①出生の状況 

令和元年から令和５年の５年間の合計特殊出生率の推移をみると、令和４年が２.３４、令和３年

が２.１２で２.０を超えており、５年間の平均は１.８９となっています。出生数は、令和４年まで、おお

よそ４０～６０人の間で推移していましたが、令和５年は３２人と大きく減少しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親の年齢別出生数の推移をみると、令和元年から令和５年までの２０代の母親の出生数の平

均は２０.６人、３０代の母親の出生数の平均は２１.０人となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

母親の年齢別出生数の推移 

資料：佐賀県人口動態統計 

※合計特殊出生率については、上記資料より算出 

出生数と合計特殊出生率の推移 

 

資料：佐賀県人口動態統計 
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令和２年の女性の有配偶率を全国・佐賀県・太良町で比較すると、太良町の５０歳から７４歳ま

での階級で、全国・佐賀県を上回っています。また、３０～３４歳の階級では、他の階級と比べ全

国・佐賀県の値より大きく下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②死亡の状況 

令和元年から令和５年の５年間の年齢別死亡者数をみると、おおよそ１３０～１６０人程度で推移

しています。令和３年から令和４年にかけて、約４０人と大きく増加しています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

女性の有配偶率 

年齢別死亡者数の推移 

資料：令和２年国勢調査 

資料：人口動態統計 
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③転入・転出の状況 

男女別の年齢階級別純移動数をみると、「２０１５年→２０２０年」における移動では、男性では、

「１０～１４歳→１５～１９歳」から「１５～１９歳→２０～２４歳」において大きくマイナスとなっており、「２

０～２４歳→２５～２９歳」、「３０～３４歳→３５～３９歳」でプラスとなっています。 

女性では、「１０～１４歳→１５～１９歳」から「２５～２９歳→３０～３４歳」までの階級でマイナスと

なっており、「３０～３４歳→３５～３９歳」でプラスとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性の年齢階級別純移動数 

資料：RESAS 

女性の年齢階級別純移動数 
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(人)

男性 女性 男性 女性 男性 女性

0～4歳 0 -6 7 2 7 8

5～9歳 -1 -5 3 0 4 5

10～14歳 0 1 2 1 2 0

計 -1 -10 12 3 13 13

15～19歳 -2 -17 15 3 17 20

20～24歳 -6 -17 23 18 29 35

25～29歳 -9 -17 16 9 25 26

30～34歳 -3 5 8 12 11 7

35～39歳 1 -5 7 3 6 8

40～44歳 1 -6 2 3 1 9

45～49歳 2 7 3 10 1 3

50～54歳 -1 -2 2 2 3 4

55～59歳 -1 -3 1 1 2 4

60～64歳 -1 1 1 1 2 0

計 -19 -54 78 62 97 116

65～74歳 -3 -3 1 1 4 4

75歳以上 -3 14 3 20 6 6

計 -6 11 4 21 10 10

-26 -53 94 86 120 139合計

純移動数 転入 転出

年少人口

生産年齢
人口

老年人口

また、令和５年の転入・転出の差である純移動数について、性別・年齢区分別にみると、年少人

口全体では、男性が－１、女性が－１０となっています。生産年齢人口全体では男性が－１９、女性

が－５４、老年人口全体では男性が－６、女性が＋１１となっています。特に１５歳から２９歳の女性

の転出超過数が大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：令和５年住民基本台帳人口移動報告 
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転入元 人数 割合
1 鹿島市 131人 25.5%
2 佐賀市 33人 6.4%
3 福岡市 29人 5.7%
4 武雄市 24人 4.7%
5 諫早市 24人 4.7%
6 嬉野市 16人 3.1%
7 大村市 11人 2.1%
8 久留米市 10人 1.9%
9 北九州市 9人 1.8%
10 小城市 8人 1.6%
11 神埼市 7人 1.4%
12 大町町 7人 1.4%
13 長崎市 7人 1.4%
14 佐世保市 7人 1.4%
15 東京都 6人 1.2%

転出先 人数 割合
1 佐賀市 77人 10.3%
2 福岡市 47人 6.3%
3 嬉野市 46人 6.1%
4 諫早市 41人 5.5%
5 武雄市 25人 3.3%
6 白石町 23人 3.1%
7 北九州市 17人 2.3%
8 東京都 16人 2.1%
9 久留米市 16人 2.1%
10 小城市 16人 2.1%
11 唐津市 13人 1.7%
12 江北町 12人 1.6%
13 長崎市 11人 1.5%
14 熊本市 10人 1.3%
15 佐世保市 9人 1.2%

令和２年の転入・転出の状況をみると、転入元は鹿島市が最も多く全体の４分の１を占めていま

す。次いで佐賀市、福岡市、武雄市、諫早市が多くなっています。転出先は、佐賀市、福岡市、嬉

野市、諫早市、武雄市、白石町が多くなっています。 

 

転入者数：513人               転出者数：751人 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：令和２年国勢調査 
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（４）その他の分析 

①通勤・通学の状況 

令和２年の通勤・通学の状況についてみると、鹿島市から通勤・通学している人が４９２人（５６.

２％）と最も多く、次いで諫早市が１０６人（１２.１％）となっています。 

太良町外へ通勤・通学している人についてみると、鹿島市が６９１人（４０.８％）、諫早市が２６５

人（１５.６％）となっています。 

 

 

 流入元 流入数 割合 

１ 鹿島市 ４９２人 ５６.２% 

２ 諫早市 １０６人 １２.１% 

３ 嬉野市 ７３人 ８.３% 

４ 白石町 ５１人 ５.８% 

５ 佐賀市 ３７人 ４.２% 

６ 武雄市 ３６人 ４.１% 

７ 江北町 １６人 １.８% 

８ 小城市 １０人 １.１% 

９ 大村市 ８人 ０.９% 

１０ 島原市 ６人 ０.７% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 流出先 流出数 割合 

１ 鹿島市 ６９１人 ４０.８% 

２ 諫早市 ２６５人 １５.６% 

３ 佐賀市 １４５人 ８.６% 

４ 白石町 １２９人 ７.６% 

５ 嬉野市 １１５人 ６.８% 

６ 武雄市 ８９人 ５.３% 

７ 大村市 ２７人 １.６% 

８ 長崎市 １９人 １.１% 

９ 小城市 １７人 １.０% 

１０ 北九州市  １６人 ０.９% 

資料：地域経済分析システム（令和２年国勢調査） 

流入者総数：875 人 流出者総数：1,694人 

流入者の状況 

流入者数 

875 人 

 

流出者の状況 

流出者数 

1,694 人 

 



 

12 

-5

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

0

100

200

300

400

500

600

700

農
業
，
林
業

漁
業

鉱
業
，
採
石
業
，
砂
利
採
取
業

建
設
業

製
造
業

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業

情
報
通
信
業

運
輸
業
，
郵
便
業

卸
売
業
，
小
売
業

金
融
業
，
保
険
業

不
動
産
業
，
物
品
賃
貸
業

学
術
研
究
，
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業

宿
泊
業
，
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
，
娯
楽
業

教
育
，
学
習
支
援
業

医
療
，
福
祉

複
合
サ
ー
ビ
ス
事
業

サ
ー
ビ
ス
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）

公
務
（
他
に
分
類
さ
れ
る
も
の
を
除
く
）

分
類
不
能
の
産
業

就業者数（男） 就業者数（女）

特化係数（男） 特化係数（女）

就業者数（人） 特化係数

②産業の状況 

令和２年の産業別の就業者構成比を、全国・佐賀県・太良町で比較すると、第１次産業が全国と

佐賀県を大きく上回っています。 

 

 

 

令和２年の就業者数について産業分類別にみると、男性では「農業，林業」が最も多く、次いで

「建設業」、「製造業」となっています。女性では「医療，福祉」が最も多く、次いで「農業，林業」、「卸

売業，小売業」となっています。 

特化係数については男女ともに「漁業」が非常に高く、男性２３.５７、女性４１.３８となっています。

特化係数が１を超えているのは、男性では「農業，林業」、「鉱業，採石業，砂利採取業」、「複合

サービス事業」、「建設業」となっており、女性では「農業，林業」、「建設業」、「鉱業，採石業，砂利

採取業」、「医療，福祉」、「複合サービス事業」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

産業別就業者構成比 

 

※「分類不能の産業」を除いた総数における構成比 

※特化係数は太良町の産業別就業者比率を全国の産業別就業者比率で除した値 
「１」以上であれば全国と比較して特化している産業 

男女別・産業分類別就業者数と特化係数 

資料：令和２年国勢調査 

資料：令和２年国勢調査 

29.4%

7.6%
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24.1%

24.0%

23.7%

46.5%

68.4%

72.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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全国

第１次産業 第２次産業 第３次産業
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（人）

総就業者数 4,563人

※従業地不詳を除いている

令和２年の太良町常住の就業者について産業分類別にみると、「農業，林業」が１,０４９人と最も

多く、そのうち１,０１０人（９６.３％）が町内で就業しています。次いで、「医療，福祉」が６９２人で、そ

のうち３７２人（５３.８％）が町内で就業している状況です。 

 

 

 

 

 

 

  

町内常住の就業者数（上位 10産業） 

 

資料：令和２年国勢調査 
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③観光の状況 

平成３０年から令和４年の５年間の太良町の観光客数及び観光消費額の推移をみると、新型コ

ロナウイルス感染症の影響と考えられますが、観光客数は大きく減少しています。 

  

 

令和４年の太良町の月別・日帰り宿泊別観光客数をみると、宿泊の観光客数も日帰りの観光客

数も冬場に多くなっています。 

 

 

 

  

観光客数及び観光消費額の推移 

月別・日帰り宿泊別観光客数 

資料：佐賀県観光客動態調査 

資料：令和４年佐賀県観光客動態調査 
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２ 太良町における人口動向・構造の特性と課題 

［特 性］ 

○総人口 

・ 本町の総人口は昭和６０年の１２,５８２人から一貫して減少が進んでおり、令和２年には８,１２１

人にまで減少（３５年間で４,４６１人の減少）しています。 

 

○人口構造 

・ 年少人口比率は昭和６０年の２３.０％から令和２年には１０.９％に減少したのに対し、高齢化率

は１４.５％から３８.９％に増加しており、少子高齢化が進行しています。 

 

○出生・死亡 

・ 出生数については、令和元年から令和５年の各年でおおよそ３０～６０人の間で推移していま

す。 

・ 死亡数については、令和元年から令和５年の各年でおおよそ１３０～１６０人程度で推移してお

り、出生数と合わせた自然動態は各年でおおよそ－７０～－１３０人程度となっています。 

 

○転入・転出 

・ 令和元年から令和５年の５年間の転入は、おおよそ１６０～２１０人の間で推移しています。転出

者はおおよそ－２5０人前後で推移しています。 

・ 移動（転入・転出）が特に多い年代は、男女ともに１５～３４歳であり、進学・就職や結婚等のラ

イフイベントによる移動と考えられます。 

・ 鹿島市が転入元として最も多く、転出先は佐賀市、福岡市、嬉野市が多くなっています。 

 

○通勤・通学 

・ 令和２年の通勤・通学の状況についてみると、鹿島市から通勤・通学している人が４９２人と最

も多く､次いで諫早市が１０６人となっています｡ 

・ 太良町外へ通勤・通学している人についてみると、鹿島市が６９１人、諫早市が２６５人となって

います。 

 

○産業 

・ 産業別の就業者構成比を、全国・佐賀県・太良町で比較すると、第１次産業は全国と佐賀県を

大きく上回っています。 

・ 特化係数が１を超えているのは、男性では「漁業」、「農業，林業」、「鉱業，採石業，砂利採取

業」、「複合サービス事業」、「建設業」となっており、女性では「漁業」、「農業，林業」、「建設業」、

「鉱業，採石業，砂利採取業」、「医療，福祉」、「複合サービス事業」となっています。 
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［課 題１］ 

○人口減少への対応 

・ 今後の人口政策としては、出生数の増加及び転入促進・転出抑制が重要になってきます。 

 

○高齢化への対応 

・ 高齢者人口は既にピークを迎えているものの、総人口の減少に伴い、高齢化率は今後も上昇、

もしくはほぼ横ばいで推移していくことが見込まれています。高齢化率の上昇を抑制するため

にも、出生数の増加や若い世代の人口増加を図るための取組が重要になります。 

 

○少子化への対応 

・ 出生については、積極的な少子化対策を図る必要があり、経済的支援、各種子育て支援サー

ビスの充実等、子育て環境の向上を図るとともに、若い世代の未婚化・晩婚化を抑制するため

の婚活支援の取組が極めて重要になると考えられます。 

 

［課 題２］ 

○人口減少による地域への影響 

・ 人口規模の大きな縮小は、地域における消費活動を減退させるだけでなく、労働に従事する

人口も減少することから、結果として地域における経済規模が縮小し、日常生活における様々

なサービス・利便性が低下していくとともに、こうした都市機能・生活機能の低下により、さらに

人口の流出に拍車をかけるという悪循環に入り込むことが危惧されます。 

・ また、人口の問題は規模だけの問題ではなく、人口の年齢構造の問題でもあり、このまま少子

高齢化の傾向が続くことは、高齢介護等をはじめとするサービス需要の問題だけではなく、長

期的に安定的な人口規模を維持するという観点からも少子高齢化を抑制し、人口構造を健全

化する必要があります。 
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Ⅲ．人口の将来展望 

１ 人口のシミュレーション 

○人口ビジョンを改訂するにあたり、「地方版総合戦略の策定等に向けた人口動向分析・将来人

口推計の手引き（令和６年６月版）」に基づき、国から提供されたワークシートを活用し、将来人

口を推計しました。 

   ○シミュレーション結果は下図のとおりですが、比較として第２期人口ビジョンの数値と社人研の

推計値を掲載しています。（シミュレーションのパターンについては、下記四角枠内を参照） 

○２０６０年の推計人口は、社人研推計準拠（パターン１）では２，９９１人、パターン２では５,４０６人、

パターン３では５,197人、パターン４では５,729人となります。 

〇本人口ビジョンでは、「第５次太良町総合計画」策定時の「どうすれば未来の子どもたちに太良

町を残すことができるか」という問題意識を引き継ぎ、本町が自立し持続可能なまちとなること

を大きな目標とし、より高い目標人口を掲げます。したがって、本人口ビジョンでは、パターン４

を採択します。 

 

  2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年 

第２期人口ビジョン

シミュレーション値 
8,179 7,780 7,471 7,172 6,843 6,502 6,221 6,016 5,883     

社人研推計 

（パターン１） 
8,121 7,336 6,612 5,922 5,261 4,634 4,036 3,487 2,991 2,555 2,175 

パターン２ 8,121 7,655 7,261 6,896 6,550 6,232 5,921 5,641 5,406 5,235 5,113 

パターン３ 8,121 7,358 7,006 6,695 6,418 6,066 5,740 5,449 5,197 4,998 4,847 

パターン４ 8,121 7,358 7,060 6,807 6,590 6,400 6,241 5,969 5,729 5,538 5,397 

 

   

パターン２：第２期人口ビジョンのシミュレーションの仮定と同様に、合計特殊出生率の上昇を 2025 年

に 1.80、2030 年以降 2.10 とし、2025 年以降、人口移動が均衡した場合のシミュレーショ

ン。 

パターン３：合計特殊出生率の上昇を 2025 年に 1.80、2030 年以降 2.10 とし、2025 年から 2040 年に

かけて「0～４歳→５～９歳」「５～９歳→10～14 歳」の移動数が男女それぞれ＋２、「25～

29 歳→30～34 歳」「30～34 歳→35～39 歳」「35～39 歳→40～44 歳」「40～44 歳→45～

49 歳」の移動数が男女それぞれ＋10 と想定、2040 年以降移動は均衡すると想定。 

パターン４：合計特殊出生率の上昇を 2025 年に 1.80、2030 年以降 2.10 とし、2025 年から 2050 年に

かけて「0～４歳→５～９歳」「５～９歳→10～14 歳」の移動数が男女それぞれ＋４、「15～

19 歳→20～24 歳」の移動数が男女それぞれ－10、「20～24 歳→25～29 歳」の移動数が男

女それぞれ＋10、「25～29 歳→30～34 歳」「30～34 歳→35～39 歳」「35～39 歳→40～44

歳」「40～44 歳→45～49 歳」の移動数が男女それぞれ＋15 と想定、2050 年以降移動は均

衡すると想定。 

資料：まち・ひと・しごと創生本部配布のワークシートより作成 
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シミュレーション結果グラフ 
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2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

趨勢人口
（社人研推計）

8,121 7,336 6,612 5,922 5,261 4,634 4,036 3,487 2,991 2,555 2,175

戦略人口 8,121 7,358 7,060 6,807 6,590 6,400 6,241 5,969 5,729 5,538 5,397

戦略効果
（戦略人口-趨勢人口）

0 22 448 885 1,329 1,766 2,205 2,482 2,738 2,983 3,222
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２ 戦略人口と展望 

（１）戦略人口 

少子高齢化、転出超過といった本町の人口問題に対して、長期的視点から取り組むことにより、２

０４０年において６,6００人程度、２０６０年において５,７００人程度の人口規模を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、戦略人口における合計特殊出生率及び移動率については、次のような仮定を置いています。 

 

要素 将来設定の基本的な考え方 

出 生 
合計特殊出生率が２０３０年までに人口置換水準（２.１0）まで上昇、その後は

２.１0を維持するものと仮定。 

移 動 

２０２５年から２０5０年にかけて「０～４歳→５～９歳」「５～９歳→１０～１４歳」の

移動数が男女それぞれ＋4、「１５～１９歳→２０～２４歳」の移動数は男女それ

ぞれ－１０、「２０～２４歳→２５～２９歳」の移動数は男女それぞれ＋10、「２５～

２９歳→３０～３４歳」「３０～３４歳→３５～３９歳」「３５～３９歳→４０～４４歳」「４

０～４４歳→４５～４９歳」の移動数が男女それぞれ＋１5 と想定、２０5０年以

降、移動は均衡すると想定。 

  

（人） 



 

20 

889 764 762 778 852 889 905 869 826 793 797 

4,072 
3,521 3,308 3,206 3,107 3,085 3,150 3,132 3,087 3,027 2,943 

3,160 

3,072 
2,991 2,823 2,632 2,426 2,186 1,968 1,816 1,718 1,657 

8,121 

7,358 
7,060 

6,807 6,590 6,400 6,241 
5,969 5,729 5,538 5,397 
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50.1 47.9 46.8 47.1 47.1 48.2 50.5 52.5 53.9 54.7 54.5 

38.9 41.8 42.4 41.5 39.9 37.9 35.0 33.0 31.7 31.0 30.7 
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（２）戦略人口の年齢３階級別人口 

戦略人口の年齢３階級別人口の推計値をみると、６５歳以上の人口は減少していきますが、０～  

１４歳の人口はおおよそ８００人前後で推移することが想定されます。また、１５～６４歳の人口が減少

する割合もなだらかになっています。 

また、戦略人口の年齢３階級別人口割合をみると、６５歳以上の人口割合は減少していきますが、

０～１４歳、１５～６４歳の人口割合は増加することが想定されます。 

このように、人口減少対策を行うことで、年少人口が維持され、生産年齢人口の減少率も縮減さ

れることとなります。引き続き、出生や移動に対する対策は必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（人） 

戦略人口の年齢３階級別人口の推移 

戦略人口の年齢３階級別人口比率の推移 
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３ 太良町の人口の将来展望 

これまでの検討を踏まえ、本町の目標人口は、中間目標としては２０４０年時点で６，６００人程度とし、

最終目標として２０６０年時点で５，７００人程度とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［将来展望を実現するために］ 

○ 戦略人口の達成に向けては、町内外での「つながり」を創り、広域での取組を展開しつつ、持

続可能性を念頭に置きながら経済領域と環境領域との好循環を生み出す新たな産業の創造

が必要となります。それを基軸としながら、町内のあらゆる業種の後継者育成施策の充実を

図り、地域経済の活性化と雇用の場を確保します。 

○ 豊かな自然を活用した新しい「人の流れ」を創出し、関係人口や移住定住者を増やします。ま

た、出産や子育てへの手厚い支援、さらに、“人口減少時代に対応した地域社会”を創り出す

ための取組を進めます。 

○ そうした取組を通じて、本町の人口の減少を可能な限り抑えることにより、地域における消費

の落ち込みを抑制し、雇用や労働力人口を確保し、地域経済・地域社会に対する人口減少の

影響を最小限に留め、持続可能なまちに変化します。 

○ そのためには、これまで力を入れてきた子育て支援のさらなる拡充に加え、「海と山につつま

れた自然あふれるまち」である本町の強みを最大限に活用するための「食」や「歴史・文化」等

の地域資源の発見・発掘・ブラッシュアップ、農業・水産業を中心とした「第１次産業」のさらな

る振興や６次産業化、それらを活用した観光の活性化が求められます。 

○ 戦略人口を達成するための地方創生の取組を「総合戦略」として明らかにし、着実な遂行を

図っていくこととします。 

○戦略人口 

2040年に「6,600人程度」 

○合計特殊出生率 

2030年以降「2.10」を維持 

○社会動態 

  移住・定住の推進による子育て世帯の増加 

2060年 人口 5,700人 

中長期展望 

太良町の将来目標人口 

2060年時点で 5,700人 
 


